
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちのたたかいで 
国会での改憲発議阻止を! 

No：２  
2018 年 1 月 12 日 
〒150-0031 
東京都千代田区猿楽町 1-2-3 

錦華堂ビル４Ａ 
■電話 03-5280-7157 
■Mail：info@kaikenno.com 
発行：安倍 9条改憲ＮＯ！ 

全国市民アクション 
 

 

2018 年の年頭の１月７日、全国市民アクションは、総がかり行動実行委

員会との共催で、「戦争をとめよう！安倍９条改憲 NO！２０１８新春の集

い」を、東京・北区の北とぴあで開催。1300 人が参加して、年頭の記者会

見で改憲への決意を表明した安倍総理の９条改憲と真っ向から対決し

て、改憲阻止に向け共にたたかい抜く決意を確認し合いました。 
 

集会は、総がかり行動実行委員会の菱山南帆子さんと
全国市民アクションの富永誠治さんの司会進行で始ま
り、まず、主催者を代表して長尾詩子さん（安保関連法に
反対するママの会・弁護士）が挨拶。「昨 
年の総選挙は立憲民主党の誕生と野党 
共闘の力で最悪の事態を免れることが 
できた。これは、２０15 年以降の市民のた 
たかいの力があったからだ。今の野党を 
動かしているのは私たち市民の声だ。このことに確信をも
って、新年の新しいスタートにしよう。安倍総理は年頭、九
条改憲への意欲を語り、今年の国会で発議をする決意を
語った。3000 万署名を早期に達成し、私たちの力で 9条
を守り、平和を守っていきましょう。」と訴えました。 

【松尾貴史さんのミニトーク】 
俳優タレントの松尾貴史さんのミニトー 

クでは、松尾さんが巧みなユーモアを交 
えながら、「護憲派でも改憲派でもない私 
だが、国民から変えたいと湧いているので 
 

なく、憲法に縛られる権力者の側が変えたいというのはおか
しい話だ。憲法が国民の権利などをより強く守るようになる改
正なら賛成だが、今、変えようとする人たちにそれができると
は思えない。憲法は変えてほしくはありません」と訴えまし
た。 
 
【憲法講演―石川健治東大教授】 

次に、石川健治東京大学憲法学教授による

憲法講演。憲法９条に３項を追加して自衛隊を

明記する９条改憲案の持つ意味とその危険性

を語りました。石川教授は「現在の九条は軍隊 

の保持を禁じる権力統制の典型。９条を変えれば統制がなく

なってしまう。憲法があまりわかっていない人たちが進めて

いる改憲だ。軍事組織に統制がなくなり、政治が軍隊をコン

トロールできなくなる。このような改憲は最も危険な改憲と言

わなければならない」と提起しました。 



 

 

 

 

 

 

【政党挨拶】 
各政党からの挨拶として自由党の青木愛参 

議院議員、共産党の小池書記局長、立憲民主党 

の福山哲郎幹事長が登壇。そろって、安倍 9条 

改憲に反対する姿勢を明らかにし、市民と野党 

との共闘の力で、9条改憲阻止に向け、ともにた 

たかい抜く決意を表明しました。 

 

【たたかいの報告―リレートーク】 
リレートークは、東京、茨城、埼玉、神奈川 

からの代表として、岡本達思さん（安倍政権に 

ＮＯ！東京地域ネットワーク）、遠藤俊夫さん 

（戦争させない！９条壊すな！総がかり取手実 

行委員会）、野田静枝さん（オール埼玉共同行動 

実行委員会）、岸牧子さん（横須賀市民９条の会） 

が、それぞれ奮闘してきた、たたかいの報告と今後の決意を述べ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

名称：安倍 9 条改憲を許さない！安倍政権の退陣を要求する 1・1９国会前行動 

場所：衆議院第 2 議員会館前 

名称：安倍 9 条改憲 NO！森友・加計疑惑徹底！ 

戦争あおるな！安倍内閣退陣国会開会日行動  
場所：衆議院第 2 議員会館前 

名称：あたりまえの政治をとりもどす１・３０シンポ 

場所：日暮里サニーホール 

内容：シンポジスト：前川喜平（元文部事務次官）・望月衣塑子（東京新聞記者） 
・寺脇研（京都造形大学教授）、コーディネーター：山口二郎（法政大学教授） 

名称：市民連合街頭宣伝行動（仮称） 
内容：立憲野党各代表   場所：新宿西口 

【行動提起】 
行動提起は、福山真劫さん（総

がかり行動実行委員会共同代

表・全国市民アクション運営委

員）が行い。「大統領を退陣に追 

い込んだ韓国の民衆のように、安 

倍政権を打倒するには至っていない。総がかり

を超える総がかり運動をさらに強め、９条改憲

を絶対阻止し、安倍政権打倒に向け 3000 万署名

を絶対集めなければならない。その上で、当面

の行動として１月の１９日行動（１８時半か

ら）、１月２２日国会開会日行動（１２時～１３

時）（いずれも議員会館前）への参加を訴えると

ともに、今年の５月３日の憲法集会には１０万

人集まろう。私たちは絶対に負けないことに確

信を持とう！」と訴えました。 

 

 
 


